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 要  旨 
 需要の激しい変動に加え製品ライフサイクルの短縮化が進む現在、需要の多様化に有用であっ
た受注生産においても、持続的な利益の確保には需給マネジメントの戦略が欠かせない。需給マ
ネジメントに関する先行研究では、その成果のとして需給プランナー（DSMAP）を提案してい
る。DSMAPは、見込生産における需給マネジメントを想定し、需要と供給の協働を図るために、
ペア戦略マップ（以下、戦略マップ）を適用している。戦略マップは、需要側と生産側の戦略パ
ラメータの組み合わせにより、利益が最大となる需給計画を示すソフトウェアである。 
 企業のサスティナブル経営を実践するには、受注生産においても、単に供給設備をそろえて注
文を待つのではなく、受注戦略と生産能力計画とのバランスを図りながら企業全体の利益の最大
化を目指す需要と供給の協働による需給マネジメントを導入する必要がある。  
 本研究では、受注産業における需給協働マネジメントとして、受注ロットサイズを考慮した利
益最大化受注戦略、稼働率を考慮したコスト最小化生産能力計画、および、戦略マップを用いた
協働マネジメントを試みる。 
 受注ロットサイズを考慮した利益最大化受注戦略では、小ロット多頻度受注により売上と利益
を確保する受注戦略を検討する。需要が不確実な場合、顧客にとり大ロットでの発注は在庫リス
クがある。そのため小ロット多頻度受注を受け入れる受注戦略は、顧客にとり発注へのインセン
ディブとなる。つまり、受注企業が受注ロットサイズとロット数を戦略的に選択する受注戦略は、
売上確保につながると考えられる。 
 また、受注生産企業は製品在庫を持たずに需要の変動に応える必要がある。つまり、常に稼働
率が高い状況では需要の変動に対応できずに信用を落とすリスクが高くなってしまう。稼働率を
低く抑え生産能力に余裕を持つことで需要の変動に対応することが受注生産においては必要とな
ってくる。すなわちコスト最小化のために稼働率を考慮する生産能力計画では、稼働率とコスト
のバランスを検討する。 
 
 
